
「千葉県こどもの生活実態調査」のクロス集計について 

 

 「千葉県こどもの生活実態調査」は、貧困状況下にあるこどもの学校の授業の理解度、  

生活状況及び自己肯定感などを把握し、貧困がこどもに与える影響等を分析するため、調査

結果について、こどもの「生活困難」に係る定義に則り分類し、クロス集計を以下のとおり

進めていく。 

 

１ 生活困難層の定義 

  前回、令和元年度に実施した「千葉県子どもの生活実態調査」と同様の考え方を用いる。 

  （参考）令和元年度「千葉県子どもの生活実態調査」における定義 

   

資料３－１ 



２ クロス集計の項目 

（１）クロス集計の考え方 

 ２重クロス集計 

上記で定義した生活困難度の３分類（困窮層、周辺層、一般層）を基に、各調査項目

を集計し、生活困難度による有意差の有無を分析する。 

（例）生活困難度 × こどもの自己肯定感 

⇒（仮説）困窮層の子ほど、自己肯定感が低い。 

 ３重クロス集計 

いくつかの項目について、生活困難度の分類をさらに細分化させた分析を行う。 

   （例）生活困難度 × 10 年前に生活が苦しかったか × こどもの自己肯定感 

     ⇒（仮説）10 年前から生活が苦しかった困窮層の子は、特に自己肯定感が低い。 
 

（２）方針 

 生活困難度別の２重クロス集計は、基本的に全ての調査項目について実施。 

 ３重クロス集計は、前回の令和元年度調査で実施したもの(※)は引き続き実施。 

※貧困継続状況別の集計、保護者国籍別（国内・国外別）の集計 

 その他、新たに下記についての３重クロス集計を実施したい。 

・「こどもの居場所・相談相手の有無」と「自己肯定感」 

・「学習支援の利用の有無」と「将来の夢・進路希望」 

 


